







その他のタイトル Nagano Prefecture and Brazilian Immigration




























































































































































































































































































































































































































































である。 1928年生まれだから 82歳。 戦争中
は志願兵となり、広島で特攻兵器、回天の
搭乗予定であったという。 i中縄の三線を弾
いてくれた。 沖縄文化がブラジルで生きて
いることを知り感激した。
午後は、サンパウロ人文科学研究所を訪
ねた。サンパウロの日系人文化の拠点であ
る。ここで、森幸一先生の紹介で、宮尾進
氏とお会いできた。ここで宮尾先生に開き
とりをさせてもらった。
宮尾氏は移民2世で、父はアリアンサ産
業組合長をされた方である。アリアンサ開
拓は言うまでもなく、永田椀が生涯をかけ
てブラジル移民開拓の夢をかけた土地であ
る。長野県人が多数入植したところである。
サンパウロからかなり内陸部に入ったとこ
ろである。
宮尾氏は 1930年にアリアンサで生まれ、
1939年 12月サントスから出発、 1940年2
月11日に横浜に到着した。この時9歳、日
本文化を身につけて、ブラジルに戻る予定
であったが、戦争となりそのまま終戦まで
日本に滞在となった。父の地元は松代、小
学校3年から日本の小学校入学、 4年で国民
学校切り替わり、卒業後!日制屋代中学に進
学した。戦争中は勤労動員で中島飛行機篠
ノ井工場に動員され、松代大本営の建設に
も参加して、強制連行されてきた朝鮮人労
務者と話したという。戦後は日本占領下で
しばらくはブラジル渡航も不可能であった。
戦争直後の 16歳で、ポルトガル諾を学び始
め、ポルトガル語雑誌の編集長となった。
ブラジルの子供時代日系人は 400人中、 3人
しかポルトガjレ語が理解できなかったとい
っ。
1948年信州大学文理学部に入札 53年に
卒業後、ブラジルに帰る。ちょうど 1952年
にサンフランシスコ講和条約で日本が独立
し海外渡航が自由となり、戦後ブラジル移
民が開始されたためである。ブラジルに戻
ってからは、 1953年から女学校教師をした
り、コチア産業組合で、雑誌の編集をしたり、
ブラジル農業関係の雑誌編集長を務めた。
1955年からは、サンパウロの日系人の文化
サークル「土曜会Jに参加、その仁iコ心人物
となり、その後サンパウロ人文科学研究所
長を歴任するなど、ブラジル日系入社会の
文化人として中心的役割を担っている。
この人文科学研究所には今の永田視の息
子久氏が遇 l田は来られるという。娘の永
田美知子もアリアンサで頑張っているとい
う。永田一族は今もアリアンサ、サンパウ
ロのブラジル国内で活動しているという。
永田調の日本とブラジルの共存共栄を求め
た精神は、今も息子、娘たちによって生き
ている。
l月12日、サンパウ口市内から l時間ほ
どのところにあるサンパウロ中央文化協会
の収蔵庫を訪ねた。ここには、国士舘大学
の収蔵庫であったところに日系人が使用し
た民具、民俗資料が多く収容されている。
国士舘が日本ブラジル文化協会に寄付した
ものだという。
最後に、サンパウ口市内のパウリスタ博
物館を見学して、今回のブラジル移民・民
俗学調査を終えた。
1月12日夜9時半、サンパウロ空港から、
パリドゴール空港でトランジット、 14日朝
9時半に成田に帰国した。
おわりに
以上が、約 2週間に及ぶ常民文化研究所
を主体とするブラジル調査内容である。こ
こから今後の研究の課題となることをまと
めてみたい。
とくに、開き書きから分かるように、 4人
の話し手は、長野県出身が2入、八丈島と
大分県である。レジストロでは長野県出身
が多いということが分かった。また、宮田
進氏の開き取りから、永田穂の長野県人の
移民の中心であるアリアンサ開拓事業を調
査することでブラジル移民と満州移民の関
係を解き明かすことが出来るかもしれない、
と思う。永田樹氏の一族の方への開きとり
が必要である。
また、モギ市の文化財保存運動のように
信濃海外協会の今井五助や永田穂がブラジ
ル移民に深く関係していることが分かる。
以上から、ブラジル移民と満州移民の関
係を長野県人移民を対象として考えるため
に以下三つの課題が設定される。
第lはブラジル移民の地域性の問題であ
る。なぜ長野県が多いのか。その他の県、
島艇からの移民はどのような歴史的社会的
条件で移民するようになったのであろうか。
また、八丈島からの移民など、ブラジル
と気候が馴染みやすいというのは移民の大
きな条件であろう。 沖縄が多いのも同じよ
うな意味をもつのだろう。
満洲移民のような国策移民と違い、出稼
ぎ呂的の自由移民の場合、それぞれの移民
者の意思で、移動はかなり自由であること
が分かる。夜、の開いた清丸米子の父はペル
ーから、ボリピア、チリ、アマゾン、サン
パウ口、そしてレジストロと、大移動の結
果レジストロに到達し永住している。この
ような国境を越えて、ブラジル国内も自由
に移動しながら、定住化するまでの道のり
を検証することの大切さを知った。
第2はブラジル移民と定住の条件を明ら
かにすることである。これには単に気候で
はなく、生業として、日本の米栽培、茶栽培、
商草栽培など、生業技術の継承性の問題が
関係する。自然を相手とする農業は気候風
土との関係を抜きに移民の条件を考えるこ
とは出来ない。
第3はブラジル移民者における文化の断
絶と継承の問題である。戦時期の経験とし
ての日本文化(日本語)の禁止から、戦後
の日本文化を継承しようという 2世、 3世の
行動を再評価する必要がある。 清丸米子さ
んは、戦時下の日本語を外で話すことさえ
'1軍られる生活から、戦後日伯レジストロ文
化協会の婦人部を通して、活発な日本文化
の継承者として活動している。戦時から戦
後にかけての文化の継承はいかなるもので
あったのだろうか。
これら 3点は今回の調査を通して、ブラ
ジル移民史を考えるための私の課題とした
¥;) 一口
とりわけ、第 1のブラジル移民の地域性
では、沖縄と並んで長野の果たした役割が
大きい。アリアンサのみならず、レジスト
ロもその一つである。さらに第2、第 3の課
題とした日本の地域社会の気候嵐土、生業
の展開、文化の継承なども、地域の固有性
をもって渡航先の日系移民社会を形成する
ことは明らかである。ブラジル日系移民史
を日本文化全体にまとめるのでなく、母国
の地域性から細部にわたってとらえかえす
ことは大切な課題である。今回の調査を通
して、サンパウロナ1'に全体に展開した長野
県人の移民が重要な課題であることが明ら
かになったものと思う。今後の課題とした
1ハ。
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